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（１）過去の交通需要推計と実績値（１）過去の交通需要推計と実績値

・５年毎に自動車交通需要推計を見直し。
・その結果を、道路ネットワーク計画、有料道路の償還計画、環境アセスメント、Ｂ／Ｃ等事業評価
に反映。

６．自動車交通需要推計の見直し６．自動車交通需要推計の見直し

・過去の推計では、オイルショック、バブル経済等予期できないような社会経済情勢の変化がある
　場合は、実績値と大きな乖離。
・現五箇年計画（１９９５年基準）の推計値に対し、実績は１．５％減。特にＧＤＰが８．３％減の
影響で貨物車の交通量が６．５％減。
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推 計 基 準 年

実 績 値 ： 現 五 箇 年 計 画 推 計 値 ：

推 計 値 ： 7 8 7

実 績 値 ： 5 1 5

推 計 値 ： 2 7 8

実 績 値 ： 7 7 6

推 計 値 ： 5 0 9

実 績 値 ： 2 6 1

走行台キロ（10億台キロ/年）

推計値 実績値 誤差 誤差率

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ＝Ｂ－Ａ）（Ｃ／Ｂ）

509 515 6 1.1%
278 261  ▲ 17  ▲ 6.5%

軽貨物車 84 75  ▲ 10  ▲ 12.8%
軽貨物車以外 193 186  ▲ 7  ▲ 4.0%

787 776  ▲ 11  ▲ 1.5%

乗用車

貨物車

全車

過去の交通需要推計と実績値

現五箇年計画推計値と実績値
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地域別・属性別の将来人口
・地域：都市圏、土地利用別に１０地域区分
・属性：性、年齢、免許保有非保有、就業非就業

全交通機関のべ利用人数

乗用車のべ利用人数

乗用車のべ利用人キロ

乗用車走行台キロ

地域別、個人属性別、目的別
一人当たりトリップ数

・目的：通勤・通学等６区分

地域別目的別乗用車分担率

地域別、目的別一人当たり平均利用距離

地域別、目的別一台当たり平均輸送人数

将来ＧＤＰ及び品目別生産額・輸入額
・品目：農林水産品、鉱産品等１０品目

全機関輸送トン数

貨物車輸送トン数

貨物車輸送トンキロ

貨物車走行台キロ

品目別金額当たりの全機関輸送トン数

品目別貨物車分担率

車種別品目別平均輸送距離
・車種：自家用貨物車、営業用貨物車等

車種別１台当たり輸送トン数

（２）（２）新たな交通需要推計の手法について

①乗用車の交通需要推計 ②貨物車の交通需要推計
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実績値 想定値

６５歳以上人口比率

１５歳未満人口比率

総人口

高齢化

少子化

年齢階層構成比

１５～６４歳人口比率

将来のＧＤＰの設定

（２００２～２０１０年度）

「構造改革と経済財政の中期展望」（平成１４年１月２５日閣議決

定）及び同参考資料（内閣府作成）で示された推計値

（２０１１～２０２５年度）

国土交通省国土計画局において示された推計値

（２０２６～２０５０年度）

国土交通省国土計画局からの知見を参考とした道路局の推計値

③将来のＧＤＰ及び人口の設定
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兆 円 （ H 7 基 準 ）

実 績 値

平均６．５％ 平均０．９％

平 均 １ ． 6 %

平均０．５％平均１．３%

国立社会保障・人口問題研究所において2002年１月示された推
計値のうち、中位推計値

２００６年にピーク
１２８百万人

将来の人口の設定
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④免許保有率と乗用車保有者台数の見通し
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（　）内の数値は２０００年比率
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今回の推計値
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⑤自動車交通需要の見通し

自動車交通需要の見通し
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参考：海外の事例

・ドイツ、イギリスでは人口は１９８０年からほぼ一定であるが、交通量（自動車走行台キロ）は増
加している。

出典）走行台キロ、保有台数：「World Road Statistics, IRF」
　　　人口：「National Accounts 1960-1995,Volume1,OECD,1997」

0.8

0.9

1.0

1.1

1.2

1.3

1.4

1.5

1.6

1.7

1.8

1980 1985 1990 1995

伸率（１９８０年＝１．０）

ドイツ走行台キロ

ドイツ保有台数

ドイツ人口

イギリス人口

イギリス保有台数

イギリス走行台キロ

６－６




